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子どもゆめ基金 助成活動 

10 月 1 日、岐阜県郡上市のカズホーストレーニングに

て、子どもゆめ基金の助成活動「馬と遊ぼう」を実施しま

した。昨年に引き続き、愛知県長久手市にある児童養護施

設「キンダーホルト」の子どもたちと、馬とのふれあいを

楽しみました。 

 半数以上は昨年も参加した子どもたちで、和やかな雰囲

気の中で行いました。昨年はちょっと怖くて馬には乗らな

かった女の子。今年は、「お馬の部屋の掃除に来たよ～」と

言っていたのですが、みんなが楽しそうに乗る様子を見て

「乗ってみる！」最初はサイドでサポートもしていました

が、「3 周目は 1 人で乗る」と言い、2 回目に乗った時には

「4 周乗りたい！」とどんどん目が輝いてきました。 

年に 1 回でも続けていくことで、子どもたちの成長が見

られることはとても嬉しいことですし、私たちにとっての

学びもたくさんあります。ご協力いただいた皆様に感謝し

つつ、ぜひ来年も行いたいと思います。 

 

 秋のプログラム 活動報告 

ボランティア講習会（六甲山牧場 11/1１） 

様々な立場、経験のある方 7 名の参加があり、安全に馬と関わることを

目指して、ホースマンシップの考えに基づいた座学と実技を行いました 

 

 

 

 

馬とのふれあいプログラム（六甲山牧場 11/12） 

小学 2 年生から大人まで、6 名の参加がありました。寒い中での開催と

なりましたが、ブラシがけでは馬のあたたかさを十分に感じてもらえま

した。 

 

 

 

 

馬とのふれあいプログラム（愛知牧場 11/25） 

愛知牧場での初めてのプログラム、子ども 3 名、保護者 1 名の計 4 名

の参加がありました。ブラシがけ、馬小屋掃除、エサ作りまで行い、乗

馬では馬に合図を伝えたり、バスケットや輪投げを楽しみました。 

 

 

 

 

 

馬とのふれあいプログラム（服部緑地乗馬センター12／3） 

年中児から小学 2 年生まで、4 名の参加がありました。乗馬、馬小屋掃

除、ブラシがけを楽しんだ後に折り紙をしたら、みんな夢中になり、馬

がたくさんできました。 

第 13 回「治療的乗馬」 
研究集会のご案内 

大会テーマ：調和のある活動の構成  

   ～Harmonious Composition of Activities～ 

＜主催＞ 特定非営利活動法人 日本治療的乗馬協会 

  参加申し込みはこちらへ⇒（http://www.jtranet.jp/）

＜会期＞ ２０１８年２月２４日（土）・２５日（日） 

＜場所＞ 国立オリンピック記念青少年総合センター  

    〒151-0052東京都渋谷区神園町３－１ 

（小田急線「参宮橋」駅下車徒歩約７分）

＜参加費＞ 

２日間 会員 5,000円／一般 7,000円／学生 3,000円 

24,25 日のうち１日  

会員 3,000円／一般 4,000円／学生 2,000円 

＜情報交換会参加費＞ 3,500円 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの本 

『エドワードとうま』 ｱﾝ・ﾗﾝﾄﾞ (著) ｵｰﾚ・ｴｸｾﾙ(ｲﾗｽﾄ) 

谷川 俊太郎 (翻訳)  出版：岩波書店 

都会に住んでいる、小さな男の子エドワードがいちば

んほしいものは、馬。でもエドワードはマンションの

21 階に住んでいます。諦めきれずに、馬を探しに出か

けますが、ぴったりの馬は見つかるのでしょうか・・・。

野原の近くに家を建ててミルキーとナッツを飼いたい

と願っている娘にとっては他人事ではな 

いお話らしく（笑）、とても気に入って 

います。楽しいお話と共に、デザイン画 

のような絵も素敵です。 

                   

私が小須田牧場のスタッフになった時、初めて担当したのが「チャム」という小さなポニーでした。牧場に来る前は、

とあるお家でペットとして飼われていたようですが、性格は人懐っこく、かわいい面と、ちょっぴり頑固な面を持ち合

わせていました。どの馬を担当するかは、オーナーが決めていたのですが、私はなぜかポニーの担当になることが多か

ったです。ポニーというと小さくてかわいい！というイメージがあるかもしれませんがチャムのようにちょっぴり頑固

な面を持っていることが多いように思います。犬でも、小型犬の方が気が強いような感じでしょうか・・・。でもそん

なポニーたちと付き合うのは、私にとってはとても楽しかったです。（だから、よく担当になったんでしょうかねえ） 

チャムは世話をされることには慣れていましたが、乗馬に関しては未調教の状態でした。そこで最初は調馬策という

長いひものようなものをつけて、音声による合図を教えること、常歩、速歩、駆歩を淡々と続けることから始めました。

それに慣れてきたら、鞍とはみをつけ、乗馬での合図を教えていきました。小さいチャムに私が乗ると、ちょっと重そ

うでしたが・・・。私にとっても初めての経験が多く、一緒に成長していきましたし、小さい故に、 

何だか子どもを育てているようでもありました。やんちゃだけど、憎めない、かわいい存在でした。 

チャムとの関係性もでき、楽しくなってきた頃、元の飼い主がもう一度飼いたいということで、引 

き取られていきました・・・。調教は「馬を育てる」という意味では教育と共通することがたくさん 

あり、この頃の経験は、その後教育の中で馬を活したいという思いにつながっていっています。 

馬のおもちゃ⑱ ぬりえ 

おなじみの絵本屋さんで見つけた（勧められた・笑）

かわいいぬりえです。もちろん、ドイツ製。女の子が

好きそうなタッチの絵に、娘もすぐに「ほしい！！」 

１ページ目から軽乗の絵で、さすがドイツと感心しま

した。ドイツでは小さい子どもたちでも乗馬ができる

場所がたくさんあり（低価格で！）、多くの場所では軽

乗が取り入れられています。そして通っているのは、

女の子が多いのです。ドイツの馬文化も垣間見られる 

ぬりえです。（はがきサイズ 

のため、娘は拡大コピーし 

て塗っています） 

編集後記 この秋は週末に雨（台風も！）ということが多く、ドキドキハラハラの連続でした。昨年

に引き続き、子どもゆめ基金助成活動「馬と遊ぼう」、愛知牧場での初めてのプログラムなどを行い、たくさんの

素敵な出逢いがありました。今後も、それぞれの場所の良さを生かしたプログラム作りをしていきたいと思います。 

娘はもうすぐ５歳、自主保育で鍛えられ、体の使い方が上手になり、自信をもって取り組めることが増えてきて

います。愛知県内のプログラムには、もれなく参加しており（預けるところもなく�）、最初のうちは自分の思い

が通らないと大泣きでしたが、最近では、お友達に譲るということもできるようになりました。プログラム中、あ

たたかく見守って下さるおかげで、その中で成長させてもらっていると感じます。11月に訪れた小須田牧場では、

一人できららに乗り、大満足！「次はローラで牧場一周をする！」と張り切っています。 （峯﨑 友香理） 


